
○　本校の概要 令和7年2月26日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

令和６年度　大田区立大森第一中学校　自己評価　報告書

◆教育目標　「共感・納得・理解できる指導」を基盤として、生徒・保護者や地域の信託に応える教育活動を推進し、公教育の使命を果たすため、以下の目標を掲げる。
　　　　　　　　・きまりを守り、責任を果たす人になろう　・自ら進んでよく学びよく働く人になろう　・心身ともに健康で情操豊かな人になろう　・互いに尊重しあい思いやりのある人になろう
◆生徒数　　全校生徒２０８名（１年：５９名、２年７２名、３年７７名）　　　◆教員数　　１６名
◆学級数　　６学級（１年：２学級、２年：２学級、３年：２学級）
◆特色ある教育活動　全校道徳、カサゴ稚魚放流、池上自動車学校と連携した自転車安全教室、学習新聞づくり、ボランティア活動

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取
組

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な
課題を自分事
として捉え、
主体的に考
え、他者と協
働し、問題解
決していく意
欲や、予測困
難な未来社会
を切り拓いて
いくために重
要な創造力や
課題解決力、
情報活用能力
を育成しま
す。

①STEAM教育等の教科等横断
的な学びや科学教育を推進し、
課題解決力や新たな価値を創
造する力の育成を図っている。

3

３：

60
％
以
上

Ｂ 3

6

先生方の日々の取り組みには頭が下
がる思いです。こどもたちひとりひとりの
ことを考え、尽力していただきありがとう
ございます。しかしながら、成果指標の
前提である生徒・保護者のアンケート回
収率がやや低いことが気になりました。

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくりを
推進し、自ら考え判断する力
や、他者と協働していく力の育
成を図っている。

3

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

⑲学校は、「生き
る力」を育むため
に進路指導とし
て、１年「職業調
べ」、２年「職場体
験・上級学校調
べ」、３年「面接指
導」を行っている。
これらの活動は生
徒に役立ってい
る。

⑳生徒会活動や
委員会活動は充
実している。

㉑学校行事は楽し
く充実している。

４：

80
％
以
上

4

0

２：

60
％
未
満

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活用
能力の育成を図っている。

3

①日常から理教系教科の授
業充実を図り、校内展示会や
区の展示会、ものづくりフォー
ラム等に向けた美術・技術・
家庭科での作品作り等を通し
て、体験活動や論理的思考
力の育成を図っている。数学
については通年で週２回の放
課後補習教室を実施した。ま
た英語に関しては英検対策
講座を開講し、英検準２級お
よび３級の合格者数を増やす
ことができた。

②総合的な学習の時間にお
ける地域と連携した校外学習
（１学年浄水場・２学年職場体
験）等を通して生徒自ら課題
を設定し、解決方法を見出
し、グループで協働していく活
動を進めながら、生徒自身の
力を育んでいけるよう努めて
いる。

③校内研修会や授業観察等
の機会を活用し、タブレット端
末の利活用の促進を図るとと
もに、生徒自身が端末を日常
の授業で使う頻度を増やすこ
とで、情報活用能力の向上に
つなげている。

Ａ

Ｃ

１：

40
％
未

Ｄ 0

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践
的なコミュニ
ケーション能
力を高めると
ともに、我が
国や郷土の伝
統文化に触
れ、尊重する
心や、協力し
ていく態度を
育成します。
また、国際社
会・地域社会
に関心をも
ち、持続可能
な社会を形成
していく態度
を形成しま
す。

①外国語教育指導員の活用な
どにより、英語に慣れ親しみな
がら会話をする機会を増やし、
英語力やコミュニケーション能
力の向上、豊かな国際感覚の
育成を図っている。

3

②我が国や郷土の伝統や文化
の学習、人権教育を推進し、自
分とは異なる文化や価値観をも
つ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

3

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

⑤少人数習熟度
別授業は、成果を
あげている。（数
学・英語）

㉓学校は地域の
力（保護者以外）
を生徒の教育活動
に活かしている。

㉔生徒は地域の
一員として自覚を
もち、地域の活動
に貢献している。

㉕学校は、リサイ
クルや節電・節水
などのSDGｓ教育
に積極的に取り組
んでいる。

４：

80
％
以
上

3

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、そ
の解決に向けて考え、行動する
力の育成を図っている。

3

３：

60
％
以
上

Ｂ

Ａ 6

１：

40
％
未

Ｄ 0

Ｃ 0

4

①英語科では令和５年度より３
学年のTGG体験学習を行い、生
きた英会話を体験する機会を設
けている。引き続きALTの利活
用を図りながらオールイングリッ
シュの授業を推進し、生徒同士
での英会話によるコミュニケー
ション能力の育成に取り組んで
いく。また、学習効果測定の結果
をもとに授業改善プランを各教
科で作成し、小中一貫教育の会
などで小学校の先生方と共有し
ながら日常の授業改善に生かし
ている。

②地域に協力を求め、地域人材
や施設と連携した学習（カサゴ稚
魚放流体験・池上自動車学校と
連携した交通安全教室・海苔づ
くり等）を推進し、生徒達が自分
たちの育った大森地域への愛着
と誇りをもつことができるよう努
めている。また、道徳科の授業を
通して人権教育資料を活用した
授業を実施するとともに、日常の
学級指導等の機会を通して他者
の人権について考える機会を作
る。

③総合的な時間における環境学
習や、地域と連携した「カサゴ稚
魚放流体験」等を通して、生徒が
海洋汚染等の環境問題について
自分事ととらえ、その解決に向
けて地球市民の一員として何が
できるか考えをもつことができる
ようにしている。

２：

60
％
未
満

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が
豊かな人生を
生きていく上
で基礎となる
力として、豊
かな心や確か
な学力、健や
かな体を育成
します。また、
乳幼児期から
中学校までの
一貫性のある
教育を推進し
ます。

①道徳科を中心とした各教科等
での学習などを通じて継続的に
道徳教育を実施し、豊かな情操
や道徳心の育成を図っている。

3

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教育
や食育を推進し、基本的な生活
習慣の確立を図っている。

3

7

展示会が素晴らしかったです。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検定
の実施を通して、すべてのこど
もに確かな学力の育成を図って
いる。

3

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

③教員の授業は
分かりやすい。

④教員は、「分か
りやすい授業」を
行うために学習指
導方法を工夫・改
善している。

⑤少人数習熟度
別授業は、成果を
あげている。（数
学・英語）

⑩学校の、学級指
導・生徒指導・道
徳指導を通して、
規範意識が向上し
ていると思います
か。

４：

80
％
以
上

4

①道徳地区公開講座の機会
等を活用し、生命の大切さに
ついて再認識させることがで
きた。引き続き全校道徳や学
校教育全体で道徳教育に取
り組み、生徒たちの豊かな心
を育んでいく。

②英語科・数学科については
習熟度別の指導を実施すると
ともに、学習補助員がT２とし
て入り学習支援を行うととも
に、通年で週２回の放課後補
習教室を実施した。また英語
に関しては英検対策講座を開
講し、英検準２級および３級
の合格者数を増やすことがで
きた。

③小学校と連携して作成して
いる「体力向上計画」にもどづ
き、体育科の授業開始時に通
年で行っている補強運動の時
間を活用し、生徒の基礎体力
の向上を図っている。「早寝・
早起き・朝ごはん月間」の資
料配布や朝礼、学活での講
話等を通して、生活リズムの
改善を図らせるとともに、健康
的な生活を送れるよう指導を
継続していく。

④引き続き、小中一貫教育の
会などの機会を活用しながら
小学校の先生方とともに課題
を共有しつつ、中学校生活に
おいて学校生活におけるルー
ルを守ることの重要性を理解
させ、守ろうとする意識を高め
させる。

Ａ

Ｄ

３：

60
％
以
上

Ｂ 2

２：

60
％
未
満

Ｃ 0

0

１：

40
％
未
満

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小の
連携や小中一貫の視点に立っ
た教育を行っている。

3



４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した
教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。
３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員
が回答した。
３：80％以上100％未満の教員が回答
した。２：60％以上80％未満の教員が回答し
た。
１：「組織的な対応ができた」と回答した
教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

③教職員の業務適正化等に取
り組み、児童・生徒に教員が向
き合う時間を確保する等、ウェ
ルビーイングを高める取組を
行っている。

3

7

３：

60
％
以
上

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を生
かしたりして教育活動を行って
いる。

4

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

③教員の授業は
分かりやすい。

④教員は、「分か
りやすい授業」を
行うために学習指
導方法を工夫・改
善している。

４：

80
％
以
上

4

①校内研修会を年間６回実
施し、授業改善や個別最適化
された学びの実現に向けて教
員の知見を深め、授業改善に
つなげることができた。

②授業改善セミナーや区教研
等の研修を通して、教員各々
が自己の指導力向上に向け
て取り組んでいる。各学年に
おいて、総合的な学習の時間
を活用し、地域や環境をテー
マにした学習活動を実施する
ことができた。

③各校務分掌や会議の時間
を精選しながら、教職員と生
徒にとって不可欠なものに注
力できるよう努めているが、ま
だ十分と言えない状況にある
と考える。今後はさらにウェル
ビーイングを高める取組を推
進していきたい。

Ａ

２：

60
％
未
満

0

Ｂ 2

Ｃ

１：

40
％

Ｄ 0

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人
ひとりの状況
にあわせて教
育環境を整え
るとともに、相
談機能の充実
を図ることで、
すべての児
童・生徒が自
分らしくいきい
きと生きるた
めの学びを支
援します。

①インクルーシブ教育システム
の構築に向けて、教員の資質・
能力の向上や校内における支
援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を
行っている。

3

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師
の授業力を向
上させます。
また、質の高
い教育を実現
するため、学
校の組織的な
運営力を向上
します。あわ
せて、教師が
やりがいを
もって働くこと
ができる魅力
的な環境づく
りを進めま
す。

①児童・生徒一人ひとりの可能
性を引き出す個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な充実
の視点による授業改善を行って
いる。

3

Ａ 8

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施している。

4

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

⑩学校の、学級指
導・生徒指導・道
徳指導を通して、
規範意識が向上し
ていると思います
か。

⑪学校は、いじめ
や暴力のない学校
づくりに積極的に
取り組んでいる。

⑫教員は、生徒を
理解して相談事や
悩みについて親身
に対応している。

４：

80
％
以
上

4

①生徒がもつ様々なニーズに対
応できるよう、校内研修や特別
支援委員会を立ち上げるととも
に、昨年度より巡回指導教員と
の連携を密にしていくことで、教
員の生徒理解が深まってきた。

②いじめおよび生活指導上問題
となる行動については、担任だ
けではなく学年や生活指導主
任、管理職等が連携しながら対
応し、未然防止と早期対応解決
に努めていく。

③学校生活調査の結果を分析
するとともに、担任が面談を実施
し、支援が必要な生徒をSCや外
部の相談機関等につなぐことが
できた。引き続き生徒がもつ多
様なニーズに回答できるよう努
めていく。

④不登校（不適応）については、
SCや校内別室登校、適応指導
教室等の関係機関につなぐこと
ができている。引き続き一人一
人に対する適切な支援を行える
よう努めていく。地域人材を活用
し、学校特別補助員として配置し
授業補助に入ってもらい、適切
な支援に努めている。

２：

60
％
未
満

Ｃ 0

④生徒一人一人のニーズに応
じた特別支援や不登校生徒の
学習環境を整えるとともに、地
域人材等を活用しながら適切な
支援に努めている。

4

1

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーとの
連携等、児童・生徒・保護者が
相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大
限に伸ばすことを意図した指導
や支援を行っている。

4

３：

60
％
以
上

Ｂ

１：

40
％
未
満

Ｄ 0

7

３：

60
％
以
上

Ｂ 2

Ｃ

②避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対する
教育を関係機関と連携しながら
進めている。

3

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

㉓学校は地域の
力（保護者以外）
を生徒の教育活動
に活かしている。

㉔生徒は地域の
一員として自覚を
もち、地域の活動
に貢献している。

４：

80
％
以
上

4

①ICT機器の定期的な点検・
修繕等を行うとともに毎日の
施設安全点検を実施し、危険
個所等の修繕を行い、施設の
安全や教室等の学習環境の
整備を推進している。

②生活指導部と管理職が連
携し、有事の際に身を守るた
めの避難方法や訓練を実施
し、その実施方法について検
証しながっら改善を図ってい
る。

Ａ

２：

60
％

0

１：

40
％

Ｄ 0

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す 地域コミュニ

ティの核として
の学校づくり
や地域の特色
を生かした学
校づくりを進
めるとともに、
学校・家庭・地
域が連携・協
働して、地域
社会全体でこ
どもたちを育
成します。

①「地域コミュニティの核として
の学校づくり」を目指して地域と
学校が連携・協働した様々な活
動を実施している。

3

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につ
いて、ICT環
境等の教育環
境の整備を推
進するととも
に、児童・生
徒の安全・安
心を向上させ
るための教育
を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色や、
安心・安全な学校生活づくりを
踏まえて、学習環境を整備して
いる。

3

Ａ 5

　今年度はあまり学校へ伺うことができ
ませんでしたが、学校ホームページで
普段の様子を拝見することができました
ので、度々、学校ホームページを訪れ
ました。保護者の方々も学校での様子
がわかると安心し、学校や先生方への
理解や信頼が深まると思います。今後
も引き続き情報発信をお願いいたしま
す。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。

3

○教員や生徒・保
護者へのアンケー
トの回答

以下の設問への
肯定的な回答の
割合

⑮学校は、生徒や
保護者に学級や
学校の様子を便り
や保護者会・面談
などで積極的に知
らせている。

⑯生徒は、学校か
らの各種の便りや
お知らせなどの配
布物を保護者に見
せている。

㉓学校は地域の
力（保護者以外）
を生徒の教育活動
に活かしている。

４：

80
％
以
上

0

4

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方を
実施している。

3

３：

60
％
以
上

Ｂ

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記

１：

40
％

Ｄ 0

4

①遊漁船組合と連携したカサ
ゴ稚魚放流体験や、地域の
商店などに協力を賜りながら
実施している職場体験など、
地域力を生かした教育活動を
実践することができた。

②登下校の見守りや安全指
導については、青少年対策委
員会に依頼し、事故が発生し
やすり場所等を中心に安全の
見守りを実施していただいて
いる。地域教育連絡協議会で
は、毎回授業参観を実施して
生徒たちの学習や生活の様
子についてご覧いただき、学
校が実践している教育活動に
ついて助言等をいただき、健
全育成につながるようにして
いる。

③ホームページを活用して学
校経営方針などの基本情報
や学校だよりを掲載するとと
もに日々の教育活動の様子
について学校日記形式で写
真付きの記事を年間２００回
程発信したので、より広く周知
を図っていきたい。

２：

60
％
未
満

Ｃ


